
編
集
後
記

令
和
元
年
度
海
音
寺
潮
五
郎
記
念

文
芸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生
作
品
集

潮
音

～
若
人
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樹
～

令
和
二
年
三
月

編
集
・
発
行鹿

児
島
県
立
図
書
館

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
文
芸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生
作
品
集
「
潮
音
～
若

人
の
樹
～
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
受
講
生
の
七
か
月
間
の
成
果

を
ま
と
め
た
作
品
集
で
す
。

受
講
生
は
、
県
内
講
師
の
お
二
人
の
先
生
方
や
特
別
講
師
門
井
慶
喜

先
生
に
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
り
、
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
完
成
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
受
講
生
が
完
成
さ
せ
た
作
品
は
、
本
格
的
に
小
説
の
基
礎
を
学

び
な
が
ら
書
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
中
に
は
、
二
年
あ
る
い
は
三
年
連

続
受
講
す
る
こ
と
で
、
年
々
力
を
付
け
て
き
た
受
講
生
も
い
ま
す
。
今

後
も
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
第
二
作
・
第
三
作
と
書
き
続
け
る
こ
と

で
、
書
く
力
を
更
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
作
品
集
が
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
宝
と
な
る
と

と
も
に
、
県
内
の
高
校
生
に
と
っ
て
、
「
こ
ん
な
作
品
を
自
分
も
書
い

て
み
た
い
」
と
い
う
目
標
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。


